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　 脳血管疾患は我が国の死因別死亡率第4位、要介護に至る第1
位の疾患であり、患者のQOL低下や医療・介護の負担から画期
的な治療法が望まれる疾患である。脳梗塞は、脳血管障害の6割
を占める虚血性疾患である。虚血時には、患部の血管透過性が
亢進し、がん治療におけるEPR効果と同様な機構によりナノ粒子

が脳組織内に浸潤・蓄積する。演者らは、この機構を利用し、DD
S製剤が脳梗塞治療に有効に働きうる可能性について検討して
きた。本講演では研究の着想と脳梗塞治療を目的としたＤＤＳ製
剤の開発について概要を述べるとともに、今後、どのようにして脳
梗塞を克服できるかを、DDS創薬の利用をもとに考えてみたい。	

（多機能性人工エキソソーム（iTEX)医薬品化実践を通じた操薬人育成事業）	 
（創薬人育成のための創薬実践道場教育構築事業）	 


